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全国近代化遺産
一斉公開2022

行田市防災訓練

あわあわ手洗い教室 知事のふれあい訪問
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市役所および産業文化会館周辺を会場に第43回
行田商工祭・忍城時代まつりが開催されました。
3年ぶりに行われたこの催しは、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、規模を一部縮小して
実施。「浮城のまち物産大バザール」と銘打った市

いち
に

は、飲食や市内の特産品などを販
売する店が並び、買い物を楽しむ
人たちでにぎわいました。
また、郷土博物館中庭では、獅子
の会による火縄銃演武が行われ、
集まった観客が固

かた
唾
ず
を飲んで見守

る中、迫力ある銃声が秋の空に轟
とどろ

きました。
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大野元裕知事が「ふれあい訪問」で本市を訪れ、牧野本
店、足袋とくらしの博物館、観光物産館「ぶらっと♪ぎょうだ」
を視察しました。
それぞれの訪問先で関係者らと意見交換を行った大野知
事。足袋とくらしの博物館では、足袋の歴史や足袋作りの
工程などの説明を受けながら、職人による作業の様子に見
入っていました。

持田保育園で花王グループカスタマーマーケティング
株式会社による「あわあわ手洗い教室」が行われました。
これは、市が同社と連携し、就学前の子供たちに衛生習
慣を身に付けてもらうことを目的に開催したものです。参
加した園児らは、講師から正しい手洗いについて教わった
後、歌を歌いながら和やかな雰囲気の中で実際に手洗い
を体験しました。

10月20日、11月6日・19日・23日の4回にかけて
行田の日本遺産の構成資産を歩いて巡る「全国近代化遺
産一斉公開2022『行田市の日本遺産をめぐる～足袋蔵等
近代化遺産見学・体験ツアー～』」が実施されました。
11月6日は、藍染体験工房「牧禎舎」で藍染体験が行わ

れ、参加者は白い布にビー玉を入れて輪ゴムで絞ったり、
折り畳んだりして好みの模様を作った後、それを藍

あい
甕
がめ
に入

れて手で丁寧に揉みこみ個性あふれる作品に仕上げてい
ました。

水城公園市民広場で（一社）行田おもてなし
観光局による「行田スカイランタンまつり」が開
催されました。
この催しは、月に一度のライトアップイベント

「希望の光」の2周年を記念して企画されたも
の。参加者は、願いを込めた短冊を貼り付けた
スカイランタンを、カウントダウンの合図ととも
に一斉に打ち上げました。約300基のスカイ

ランタンの柔
らかい光が行
田の夜空に浮
かび上がると、
その幻想的な
光景に、多くの
人が酔いしれ
ていました。

県立総合教育センターで行田市防災訓練が行われ、市
内自治会から134人が参加しました。
防災意識の高揚や住民の連携強化による地域防災力の

向上を目的に、救出資機材の取り扱い訓練、応急手当訓
練、土のうを使用した浸水対策訓練、地震体験車を使用し
た地震体験などを実施。参加者は連携を取りながら、真剣
に訓練に取り組んでいました。
また会場では、陸上自衛隊第32普通科連隊による車両
展示も行われました。
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